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『文章表現』 の指導
一 上1ク ラスの場合一
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1。[よじ め に
1993年度春学期,上1ク ラスの 『文章表現』 を担当した。その指導方法
と授業内容を報告する。
留学生は大学生活 を送 る中で,日本語でレポー ト・論文 ・手紙等を書 く
必要に迫 られる。論文 ・レポートであれば正 しい文 を書 く必要解あること




この上1ク ラスの場合,学 習目標を次の3点 に絞ることにした。
① 文法的に正 しい文が書げるこ.と
②5,6百字程度 の長 さで 自分の意見 が書けること
③ 文章語に適 した語彙を習得すること(これは主として別 に設けた漢
字学習の時問一一週1コ マー に譲った)
授業時聞数は週2コ マで,授業の具体的な進め方は後に記すが,教材文を
基にタスクをし,感想 ・意見を書 くことを中心とした。 しかし書 くことの
みに専念す るのではなく,その時問に取 り上げた文のテーマについて互い
に意見 を交換 したり,学生の文の誤 りを一緒に正 した りもした。
学生は6名で,ア メリカ3名 カナダ1名 ドイツ1名 ブラジル1名
である,春学期終了後は,ア メリカ人3名 は日本の外資系企業で6か月研
一229一
修 を受 け,他 の3名 は それぞれ自国 の大学 に復学す ると い う こ とで あっ
た。
IL授 業 内 容
授業内容は次の3っ に分 け られ る。
(1〉既 習文法 の整理(2)教 材文 を基 にした実践学習(3)作 文
以下順次 紹介 してい くこととす る。
(1)慶習文法 の整理
① 練習問題(イ)助 詞 主 として 『は ・が』一
(ロ)接続語(ハ)指 示 詞
(二)自動詞 ・他 動詞
② 文章 中の誤 りを直す
この作業は次の(2)と並行 して行 い,全 体 と して数 コマ を当てた。① は
これ だけの練習で文 法的誤 堕をな くす こ とは望 めないが,特 に間違 いやす
いもの,身 についていない と思 われ るもの を取P上 げた。 ② は文 中の文
法 ・語彙 の誤 りや 目本語 らしくない表現 を正す練習で ある。長 さは200字
前後で辞 書 を使 わず に理解で きる文章 を選 んだ。 このよ うな練習 をさせ た
のは文章 を客観 的 に見 ることによって,自 らが作文す るときに資す る こと
ができるのではないか と考 えたか らで ある。
(2)教材文 を基 にした実践 学習
この学習方法 は・基 になる教材文 に則 してい くつ かの学習項 目をたて,
『文 を書 く』練 習 をす るとい うもので ある。 前 の週 に教材 とす る文章 を渡
し予 め下読 み してお くよ うに指示す る、読解 が 目的で はないので,あ ま り
難 しくな く長 さも1000字前後 の文 章 を選 び,教 師が1度 範読 して辞書 を
弓1ぐときの助 けとした、次週,教 材 文 に則 してタスクをし,或 いは意見 ・
感想文 を書 くとい うや り方 をとった。教材文 が短 く簡 単な場 合は1コ マ,
通常は2コ マ を当て,時 問内 に終 わ らせ る よ うにした。(意見 ・感想文 を




1,こ の調査の名称 は 。
2.こ の調査は から目,今 回はヰ 。
3.日 本の若者は社会に対 し_.,不 満の理由として
をあげている。不満なときには と言っている。これに
対し,韓国,ス ウェーデン,米風 オース トラリアは 。
4.日 本の若者の自己犠牲の考えは 。
5.成 功の要因については,日 本 と他の国 とでは 「 」 と 「 」は が・
「 」をあげた割合は 、.目 。
6.生 きがいにっいては0
7.転 職希望者は,目本は,各 国中 。








4.家 柄重視に対する_は 韓国では 。






取 り上 げた学習項 目は,(a)文末表現練 習(b)要 旨をまとめる(c)箇
条書 き(d)文 章 中の数字 を表i乙まとめる(e)文 章 の内容 に則 して タスク
の文 を完 成 させ る(f)質問 に答え る(g)意 見 ・感想 などを書 くなどで あ
る。 この7項 目の うち,教 材 とした内容,性 質 によ り適 当な もの2～4項
目程 度 を取 り上 げた。 なお,教 材文中 の必要 な表現文型 を,時 間 の終 わ り
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者が 「表現 しよう」 とする内容 があり動機がある。(2)のよ うな学習はと
もすれば教師にコントロール されているとい う気持ちを学習者 に与えかね
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ない。 学習者 自 らの意思 ・感情の表出 の揚 と して 『作 文』 を取 りrLげた。
作文は宿題 の形 で3回,800d200字 程度 の もの を書 かせた。1・2回 は課
題 作文,3回 は 自由作文 とした。(2)の学習 の中で行 った意見 ・経験 など を
書 く練習 と異 なる点 は,(2)で は短時間で短 く考 えをまとめるこ との練習
であった のに対 し,r作 文』 では,課 題 あるいは 自己 の選 んだ主題 にそ っ
て構成 を考 え,語 彙 を選び・漢字 を確認 して文章 をまとめ ることをね らい
とした点 で ある。題 目は,1回 目r私 の母 」2回 目.「東京 の生活 」3回 目
「自由題」 とした。 自由題 ではそれぞれ次の よ うな題(内 容)を 選 んだ・(a)
現 代の 日本 の役割(PKOの 問題 を考 える)(b)サラ リーマ ンのっ らい生活
(通勤地獄 ・残業 など)(c)軍隊の経験(2年 問の軍隊生活)(d)あ る夏休
み(教会 に通 い始 めた経験)(e)夢(夢の中で 日本 のアイ ドル歌手 に英 語 を
教 える)(f〕目本 の会社(7月 から研修予定 の会社 の紹介)
夏II・結果 と問題点、目
以上(1〉～(3)の中,(2)と(3)について気 づいた こ とを記 そ う。
(2)教材文 を基 に した実践学習 につ いて
全部で11の 文章 を基本文 と して扱 った。練習項 目7つ の中・(e)文を完
成 させ る8回,(f〉質 問 に答 える5回,(9)意見 ・感想 などを書 く7回 な ど
で,(a)(b)(c)(d)はそれ ぞれ1-3回 程度練 習す るに とどまった。
まず教材 とした文章 の下読み をしてお くことが条件 で あったが,始 めの
1,2回を除 いてほとんど守れず,教 室で辞書 を引きなが ら読 む とい う状 態
で,時 間 がかか った り内容 が十分 に把握 しきれ なか った こともままあった。
日本語 らしい言 い回 しや文末表現 に馴 れ るよ うにとい う目的で,教 材 文 を
使 って練習 させ たので あるが・上記の点 では一考 を要 す る結果 となった。
(a)回 を重 ね るにつれて適切 な文末表現 がとれ るよ うになっていった。
(b)(c)内容 を十分理 解 した上 で,自 分 の文 に構築 し直 さなけれ ぱ な らな
いので かな りの 日本 語力 を要 し,と もすれ ば文章中の言葉 の引 き写 しにな
りがちで あった。
一233一
(e)内容 の把握 と同時 に,与 え られた文 に合わせて 言葉や表現 を選 ばな
けれ ばな らないとい う制約 があって,問 題文 によっては難 しかったよ うで
ある。
(f)『表現 力 をつ ける』 ことが 目的 で あるか ら,原 文 の 意味 を咀囑 し自ら
の言葉 で表現す るよ うな質問 を心掛 けたつ も りであるが,原 文 を引 き写 し
て,質 問 と合わ ない解答 形式 にな ることもままあった。
(9)教材 文 のテーマ に関連 して 自己 の経験,自 国 の状況,意 見 などを30
分程度で書かせた。時問 が短 かったため,知 って いる範囲 の語彙や漢字 を
使 って考 えを まとめ るに とどま り,構 成 を考 えるまで には 至 らなか った。
前週 に教材文 を下読みす ると共 に,そ のテー マに添 って意見 をまとめてお
くよ うに指示 すべ きで あったか と思 う。
(a)～(f)は作業 が終 わ った後個 々 に添削 し,共 通の誤 りや問題点 はな る
べ くその授 業時間内 に一緒 に考 えた り説明 した りした。(9)は添肖IIして次
逓 に返却 す るとい う方法 をとった。全体 に参考 になるよ うな間違 いや,討
詮 させた い問題 な どがあ る場合 は・必 要 な部分,あ るいは全 文 をワープ ロ
で打 ちコ ピー した もの を渡 して,皆 で検討 した り意 見 を出 し合 った りす る
ように した。(自国の学校教育 の問題点 につ いて書 かせた ところ,ア メリカ
人3名 皆高等学校 でのdrugsの 影響 を取 り上 げていたのが印象的で あっ
た)
(3〉作文 について
『作文』 は毎週 の練習 で 習得 した表現 や まとめ方 な どを反 映 させてひ と
つのテーマで文章 を書 くカ をつ けることを目的 とした もので あった。初 め
は5回 を予 定 して いた が,結 果 は3回 に とどまった.1・2回 目はテーマ が
ご く身近 なもので あった か ら書 きやす かった らしいが,反 面 中心 のない,
時の流 れ に添 って事 柄 を叙述 しただけの ものになって しまった。3回 めは
提出締 切3週 間前 に予告 して,関 心 のある社会 的問題 か らテーマ を見っ け
るように指示 したので あるが・個 人的経 験 をテー マと したの も3編,フ ィ
クシ ョン1編,日 本 の政治問題(PKO)1編,社 会 問題(目本 のサラ リー
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マン)1編であった。
添肖IIは文法 の誤 りを直すほか,書 き手に表現意図を訊ねてその気持ちを
目大切 にしつつ 日本語 らしい表現 にするよう心掛けた。 この場合2,3通りの
表現 を書き添えることもした。宿題 としたので全般 に漢宇 の誤 りは少 な
く,語彙 を辞書で調べて使 おうとす る傾向も見 られた。文法の面から言 え
ば,受 け身文の誤 りく助詞 の誤用 ・受け身文の多用)や自動詞 ・他動詞 の誤
瞭 どが目についた.これ らは輔 初あにまとめて練習は したものの,練





以上で春学期に上1ク ラスで行った 「文章表現』の授業 の紹 介 を終 わ
る。学習者が表現 したいことを,その内容 に相応 しい形で書き表すにはど
うしたらよいか,最 も効果的な学習方法はどうすればよいかなど・模索し
ながらの3か月の授業であった。6名とい う少人数 だったので,書 き手の
意図を確かめながら添削することができたのは幸いであった。 この貴重な
経験を基に今後より良い方法を考えていきたいと思っている。
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